
今後の改善点 学校関係者評価
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◆総勤務時間の縮減
①360時間/年、45時間/月を超える時間外労働年間延
べ人数
②時間外労働　月平均30時間以下/人
③休暇取得　年日/人
④定時退校日を週２日設定し退校できる職員の割合
⑤放課後開催の会議 60分以内に終了する割合
⑥部活動休養日　週２日設定　実施率
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①自分には良いところがあると思う　78.0％　→　80.5％
　自分もやればできるという思いをもっている　87.3％　→　85.9％
　△一人ひとりの困り感に寄り添った個別の支援計画を立てる必要がある。
②校区人権フォーラムでの学びを参加生徒が全校生徒に伝える場を設定し
た。
　また、生徒会執行部による生徒会研修会の還流会やいじめ防止運動を実施
した。
③将来の夢や希望をもっている　45.5％　→　47.1％
　第１学年では外部講師を招へいした講演会、第２学年では「職場体験学
習」や「ようこそ先輩」の実施、第３学年では進路学習を実施した。

◆授業改善
①「めあて」と「振り返り」の提示による分かりや
すい授業　づくり　　アンケート：90.0％以上
②「学び合いの場」の設定による受業理解の促進
　アンケート：90.0％以上
◆ICT活用
①ICT機器を効果的に活用した授業づくり
　アンケート：80.0％以上

◆非認知能力の育成
①特別支援教育・多文化共生教育の充実
　自己肯定感の向上　　アンケート：80％以上
②人権教育の充実
　生徒主体による人権意識を高める取組の実施
③キャリア教育の充実
　生徒一人ひとりが自分の将来を考える機会を設け
る。
　アンケート　50％以上
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◆家庭・地域・学校が一体となった教育活動の推進
①地域に開かれた学校づくり
　アンケート：80.0％以上
②学校情報の家庭・地域への発信強化
　アンケート：85.0％以上
③地域行事への参加の促進
　清掃活動や地域イベントへの参加の呼びかけ
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◆不登校の未然防止
①欠席連続３日間の生徒に対する家庭訪問の実施
②学校に登校するのが楽しいと感じる生徒の増加
　アンケート：85.0％以上
③特別支援相談部会の活性化
　情報の共有を部会だけに留めず、全職員で行う。
④外部機関との連携強化
　必要に応じて、外部機関との連携を図る。

◆授業改善
①「めあて」があると授業が分かりやすい　90.4％　→　92.6％
　「振り返り」があると授業が分かりやすい　86.7％　→　83.9％
　▲「振り返り」を意識した授業改善が必要である。
②「学び合いの場」があると、授業理解に役立つ　79.0％　→　93.0％
　〇学び合いの場であることで、授業理解が深まる。
◆ICT活用
①ICT機器を使用した授業は分かりやすい　86.0％　→　85.0％
　△前年度と比較し、大きな変化なし。
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成果と課題評価項目
本年度の活動（具体的な手立て）と指

標
「学び合いの場」の学習効果を検討し、一人ひと
りの学力保証をしてほしい。また、自分の意見を
アウトプットできる「話し合いの場」を大切にし
てほしい。

ICT機器を効果的に活用し、学力向上につなげてほ
しい。

①欠席連続３日間の生徒に対して家庭訪問を実施することで、各家庭との連
携を密に行うことができた。
②学校に登校するのが楽しい　85.8％　→　80.5％
　▲生徒一人ひとりの学校生活が充実するよう、学級経営の見直しや委員
会・部活動の活性化を行う必要がある。
③特別支援相談部会で取り上げられた生徒の情報を、全職員で共有するよう
努めた。
④スクールカウンセラーとの連携も強化し、不登校の未然防止に努めた。

不登校の未然防止に学校だけで取り組むのではなく、
家庭や地域が繋がって、子どもたちを支援していく体制
づくりが必要である。
場合によっては、フリースクール等の学校以外の居場所
の活用も検討する必要がある。

①生徒の様子を見る機会が十分にある　60.7％　→　83.5％
　〇授業参観、体育祭や文化祭の公開だけでなく、文化祭のライプ配信等も
実施することで、保護者や地域の方に学校生活の様子を見てもらうことがで
きた。
②学校からの情報を積極的に発信している　83.4％　→　86.2％
　〇学校だより、コミュニティースクールだより等の保護者への配付や地域
への回覧で学校からの情報発信に努めた。
③地域行事への参加の促進
　▲イベント開催日がテスト期間と重なり、呼びかけが十分にできなかっ
た。

あいさつのできる生徒の育成にも家庭・地域・学校が連
携して取り組んでいきたい。
清掃活動は、学校独自の行事として開催できると良い。

①授業参観、体育祭や文化祭の公開等を継続す
る。
②学校だより、コミュニティースクールだより等
の配付や回覧を継続する。
③地域行事への参加の呼びかけを継続する。

①欠席連続３日間の生徒に対する家庭訪問を継続
する。
②生徒一人ひとりの居場所づくり授業改善、学級
経営の見直し、委員会・部活動の活性化等
③特別支援相談部会の活性化
④スクールカウンセラーや外部機関との連携を継
続する。

◆授業改善
①「めあて」と「振り返り」を意識した授業づく
りを継続する。
②「学び合いの場」にICTを活用することで、理解
を深める。
◆ICT活用
①ICT機器の効果的な活用方法を各教科で研究す
る。

思春期の生徒たちに寄り添い、生徒一人ひとりが自分の
思いを出せるような指導を行ってほしい。
「職場体験学習」を通して、社会のマナーを学ぶ指導を
行ってほしい。
将来に夢や希望を持てるよう、今が充実していると感じら
れる子どもの育成をお願いしたい。

①360時間/年、45時間/月を超える時間外労働年間延べ人数（12月末現在）
　▲360時間/年　6名　　45時間/月　48名
②時間外労働　月平均30時間以下/人　　〇29.17時間/人
　一部の職員に業務が偏らないよう、組織的な分担を心掛けた。
③休暇取得　年22日/人（前年比1日増）　　〇年19.8（前年比+1.2日）
④定時退校日を週2日設定し退校できる職員の割合　　〇88.3％（前年比
+23p）
⑤放課後開催の会議 60分以内に終了する割合　　▲65.0％（前年比-21.8p）
　60分以上の会議の割合が、昨年度よりも増加してしまった。
⑥部活動休養日　週2日設定　実施率　　〇100％

ICTを効果的に活用した教職員の負担軽減につながる
ような取組を、積極的に取り入れていってほしい。

①②ICT機器を効果的に活用し、時間外労働の縮減
につなげる。
③休暇を取得しやすい職場の風土づくりを継続す
る。
④定時退校しやすい職場の風土づくりを継続す
る。
⑤会議の終了時刻（60分以内）を意識して会議の
進行を行う。
⑥部活動休養日の確実な実施を継続する。

①一人ひとりの困り感に寄り添った個別の支援計
画を立て、家庭との連携を図りながら支援体制づ
くりを進める。
②人権意識を高める生徒主体の取組の実施を継続
する。
③将来を考える機会や方法を検討し、キャリア教
育の充実を図る。


